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日本の統計教育の現状と期待 

                                            実践女子大学 竹内光悦 
今回，巻頭言のお話を電子メールで頂いたとき，

なぜ私のような若輩者にこのような大役がまわって

きたのかと目を疑いました．私で宜しければと書か

せていただきましたが，学会員のみなさまに私がお

知らせできることが何かないだろうかと考え，今回

は昨今関連の研究グループに参加させていただいて

いることもありますので，統計教育に関する日本国

内外状況についてお知らせしたいと思います． 
情報化社会と呼ばれる現在，データを集計・処理・

分析するスキルは重要と思われます．しかし現在の

日本では統計を学ぶ環境が減少傾向にあります．本

学会でもご報告がありますが，高等学校においては，

数学Bに「統計とコンピュータ」があります．しか
し数学Bは文系では履修しない生徒も多く，また数
学Bを履修しても統計は選択項目であるためほとん
ど選択されないことが現状です．その他に数学Cに
統計に関係する内容がありますが，これらは一部理

系の生徒のみ履修しています．中学校では基礎的な

確率を除き履修する機会がなくなりました．数学の

他に社会科においてもグラフの活用など少しは触れ

ますが深くは扱われません．これらのことから大学

で統計を学ぶ機会が無ければ，基礎的な統計の知識

も無いまま社会に出ることになります．大学でも統

計に関する科目が非必修の場合もあり，選択されな

い場合も多く，統計を学ばない（学びたくない）学

生も多くなっているかもしれません． 
社会においては多くの場合でデータに基づく意思

決定や状況把握が行われ，程度の大小はあれ，デー

タを扱う学問である統計の基礎知識を持つことの重

要性は間違いないと思います．このことは海外にお

ける統計の扱いを考えても明らかに思えます．たと

えば，アメリカにおいても小学校の低学年から身近

なデータを扱うことは教科書に取り入れられており，

手元にある教科書によると集計表の作成やデータの

グラフ化など3年次から毎年繰り返して履修されて

います．このように統計を学習することはアメリカ

のような先進国に限らず，アジア・オセアニアの諸

国でも重要視されています．低学年から繰り返し履

修することによってデータを使った客観的な洞察力

や表現法を身に付けていきます．この日本と諸外国

における統計教育の取扱の違いによって，今後，国

際社会における社会人の質の違いが現れるかもしれ

ません． 
しかしながら最近では，少しこの問題が動き始め

ました．多くの先生方のご尽力もあり，次の学習指

導要領の改訂では中学校の教育内容に統計に関する

項目が含まれることの可能性が高くなってきました．

これらのことはまだ審議中の状況ですが，期待して

いきたいと思います．一方，大学における統計に関

係する授業では，本学会も関連している社会調査士

の認定科目として統計関連科目が取り扱われること

により社会系の学科としても学生の履修意識の向上

が見受けられます．本来は資格に関係しなくても履

修を期待したいところですが，資格に関連すること

により，履修動機が増し，課題についても取り掛か

りの意識があがっているように感じています．この

ことからも社会調査士資格の存在は重要と思います． 
今回，日本や海外の統計教育の現状について簡単

にご紹介いたしましたが，内容や実施時期などこれ

らの調査結果をもとにさらなる研究が必要と思われ

ます．機器の発展も目覚しく，様々なタイプのデー

タやその規模も大きくなり，関連する学問である統

計は必要不可欠な社会的スキルと思われます．統計

教育の発展により，行動をデータから科学的にみる

行動計量学及び周辺分野の発展に私も寄与できれば

と思います．ご興味のある方は学会会場でもお声を

かけていただけたら幸いです．最後になりましたが，

このような機会を頂き，大変感謝いたします．今後

ともご指導のほどよろしくお願いいたします． 
(たけうちあきのぶ, 実践女子大学) 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 116 号                                 2008 年 3 月 1 日 

 2 
 

訃 報 

本学会元会員の青山博次郎先生におかれましては，

病気療養中のところ1月27日にご逝去されました（享

年90歳）．青山先生は，社会調査，教育統計，OR等の

分野で多数の業績を残されました．謹んでご冥福をお

祈り申し上げます． 

 

第11回春の合宿セミナー開催のお知らせ 
日時：平成20年3月29日(土)～31日(月) 

※会場の都合により前回会報の日程から変更になりま

した． 

場所：多摩大学多摩キャンパス(東京都多摩市) 

内容・スケジュール： 

第1日目(3月29日) 

13：00～13：30 開会・オリエンテーション 

13：30～16：30 全体講義「調査・測定の統計的基礎」 

東京大学 南風原朝和 

第2日目(3月30日) 

10：00～12：00 全体講義「調査をめぐる今日的課題」 

首都大学東京 朝野熙彦 

13：30～16：30 コース別講義 

コースA 「入門 構造方程式モデリングの実際 ～モデ

ル構築から解釈・考察まで～」早稲田大学 小島隆矢 

コースB 「データ解析入門 －EXCEL と R を用いた統

計分析－」実践女子大学 竹内光悦・東海大学 山本

義郎 

コースC 「SPSSによる調査データの取り扱いと基礎分

析」多摩大学 酒井麻衣子 

第3日目(3月31日) 

10：00～12：00，13：30～15：30  

コース別講義(第2日目のつづき) 

※コースBではノートパソコンをご持参ください． 

コースCは会場のパソコンを使用します（定員制）． 

※事前予約いただいた方には2日目・3日目の昼食のご

用意があります（無料）．また，1日目・2日目とも講

義終了後に簡単な懇親会があります（無料，事前予約

不要）． 

参加費       学生     学生      一般     一般 

             (会員)  (非会員)  (会員)   (非会員) 

事前振込み  3,000円  4,000円  5,000円  13,000円 

当日支払い  4,000円  5,000円  6,000円  14,000円 

お振込先 

ゆうちょ銀行振替口座（郵便局） 

口座番号: 00180-5-779938 

加入者名: 日本行動計量学会第11 回春の合宿セミナ

ー事務局 

お申し込みやセミナーの詳細につきましては下記の

Webサイトをご参照ください． 

http://faculty.tama.ac.jp/ohmori/BSJ-SS2008/ 

また，FAX，はがき等でも参加の申し込みを受けつけて

います． 

連絡先・申し込み先等 

実行委員会事務局 

〒206-0022 東京都多摩市聖ヶ丘4-1-1  

多摩大学 経営情報学部 大森研究室内  

日本行動計量学会第11回春の合宿セミナー実行委員会

事務局  

実行委員長 今泉忠 

事務局 大森拓哉  

TEL: 042-337-7143  FAX: 042-337-7103  

E-mail: ohmori@tama.ac.jp 

 

日本行動計量学会第３６回大会（成蹊大学） 

大会実行委員長 岩崎 学（成蹊大学理工学部） 

 日本行動計量学会第36回大会は下記の要領で開催さ
れます． 

期  日:2008年9月2日(火)～5日(金) 

(9月2日はチュートリアルセミナー) 

会 場:成蹊大学(〒180-8633 東京都武蔵野市吉祥寺北

町3-3-1) JR中央線・京王井の頭線 吉祥寺駅下車バス

10分 

以下の要領で「特別セッションの提案募集」および

「一般研究発表の申し込み」を行います．奮ってご応

募ください．大会への事前登録およびチュートリアル

セミナーの詳細は次号会報（第 2 号通信）にてお知ら

せします．また，大会ホームページ 

(www.seikeistat.jp/bsj2008/)にて最新情報を適宜お

知らせしますので，ご覧ください． 

１．特別セッションの提案募集 

・応募方法：実行委員会宛にE-mailもしくは郵便で以

下の情報を送付 

(1) 応募者の氏名(ふりがな)，(2) 応募者の所属・連

絡先，(3) セッションタイトル，(4) セッション希望

時間（90分もしくは120分），(5) セッションの概要

（発表者・発表題目など，予定で結構です） 

応募締切り：2008年4月30日（水） 実行委員会必着 

内容の詳細は実行委員会と調整させていただきます． 

２．一般研究発表の申し込み 

発表形式はすべて口頭発表(質疑応答を含め１演題 20

分の予定) 

研究発表者及び連名発表者のうち少なくとも 1 人は日

本行動計量学会の会員であることが必要 

申込方法:大会ホームページ 

(www.seikeistat.jp/bsj2008/)，E-mail，もしくは 

はがきで，以下の各項目を記してお申し込みください． 

(1) 申込者の氏名(ふりがな)，(2) 申込者の所属，(3) 

申込者のメールアドレス，(4) 発表題目，(5) (申込者

を含む）発表者および連名発表者すべての氏名（ふり

がな）および所属（プログラム記載順） (6) 発表内容

のキーワード数個，(7) 備考（何か連絡ごとがありま
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したらお書きください） 

申込者の方に申込受理の連絡を適宜メール等で差し上

げます． 

申込締切り：2008年6月13日(金) 実行委員会必着 

当日の発表用機器として液晶プロジェクタが使用でき

ます．Windows PCを会場に用意します． 

３．抄録集原稿の作成 

 研究発表を申し込まれた方は以下の要領で抄録原稿

を作成して実行委員会までお送りください． 

原稿作成要領：大会ホームページ 

(www.seikeistat.jp/bsj2008/) 参照 

原稿分量：必ずA4用紙 2ページ 

送付方法（以下のいずれか） 

(1) E-mailへの添付ファイル (原則PDFとし，MS Word

でも可）として実行委員会まで送信 

(2) 印刷したものを実行委員会まで郵送 

送付締切り：2008年7月11日（金） 実行委員会必着 

４．大会に関する連絡先 

〒180-8633 東京都武蔵野市吉祥寺北町3－3－1 成蹊

大学理工学部 岩崎研究室内 

日本行動計量学会第36回大会実行委員会 

大会ホームページ： 

http://www.seikeistat.jp/bsj2008/ 

実行委員会メールアドレス： 

office_bsj2008@seikeistat.jp 

 

 

第90回行動計量シンポジウム 
計量心理モデルの数理統計学的吟味 
期  日:2008年3月8日(土) 13：00～ 

場  所:東京大学教養学部数理科学研究棟地下一階大

講義室 

項目反応理論，因子分析，多次元尺度構成法などは，

心理・教育学の分野で，学問的，実用的な目的のため

に開発されたものであり，もともと，数理統計学的な

理論的興味から発展したものではありません．しかし，

当然のことながら，数理統計理論的に，手法の正当性

を確かめることは必要です．また一方では，数理統計

学的理論の発展を応用して，個々の計量心理モデルの

本来の目的に沿ってさらに改善されることもあります． 

 今回のシンポジウムは，IRTと因子分析，多次元尺度

構成法の元来の計量心理モデルについて，数理統計理

論の進歩によって，手法を洗練させ，役に立つ実際的

手法に仕上げるための努力について，Psychometrika

元編集委員長のBrian Junker氏と若手の四人の研究者

の話題提供を行ないます． 

 Junker氏の話を中心とし，それに加えて，4つの研

究発表を行なうという感じです． 

 参加費は無料ですし，予約は必要ありません．気楽

に当日お出かけ下さい． 

企画・司会：繁桝算男 

講演者: 

  Bayesian Approach to Item Response Models, Brian 

Junker (Carnegie Mellon University) 

  Elimination of factor indeterminacy in time 

series factor analysis. 

 Keiji Takai and Yutaka Kano (Osaka University) 

  Interval estimation based on normalizing 

transformation - Unmonotonizing vs monotonizing. 

Yukihiro Konya, Yasutaka Shimizu and Yutaka Kano 

(Osaka University) 

  A Bayesian approach towards multidimensional 

scaling.  

Kensuke Okada and Kazuo Shigemasu (The University 

of Tokyo) 

A Bayesian semiparametric item response models 

with Dirichlet process priors. 

Kei Miyazaki, Kazuo Shigemasu and Takahiro Hoshino 

(The University of Tokyo) 

 
 

第91回行動計量シンポジウム 
テーマ：マイニング －調査・システム・解析手法－ 

会 期：2008年3月15日(土) 13:00～17:30 

会 場：岡山理科大学 第十学舎 6階 11061教室  

照会先：飯塚誠也（岡山大学・環境学研究科）または， 

    久保田貴文（岡山大学・社会文化科学研究科） 

    〒700-8530 岡山市津島中3-1-1 

E-mail：bsj2008@f7.ems.okayama-u.ac.jp 

URL: http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/91/ 
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2007年度 第2回理事会議事録 
日 時:2007年7月31日(月) 18:00～20:00 

場 所:統計数理研究所 特別会議室 

出  席:飽戸理事長(司会),岩崎,今泉,大津,岡太,菊地,

繁桝,千野,西川,馬場,林(篤),林(文),前田,丸山,森,

山岡,吉野,柳原監事,村上大会実行委員長(敬称略，順

不同) 

資料  

 1. 第１回理事会議事録案 

 2. 平成18年度決算書 

 3. 平成19年度予算案草稿 

 4. 入退会資料 

  5. 第35回大会関係資料 

 6. 欧文誌編集委員会報告． 

議事 

0. 第1回理事会議事録確認 

 第1回理事会議事録を確認した． 

1. 第35回大会について 

 村上大会実行委員長より資料5に基づき，第35回大

会の準備状況(発表予定件数,チュートリアルの概要)

に関する報告があった． 

懇親会は大学内の食堂で開催予定． 

 プログラムは事前に郵送する予定． 

2.次回第36回大会について 

 繁桝理事より，成蹊大学にお願いしたという説明が

あった．大会開催校の岩崎理事から，9月2日～5日の

日程予定が示された． 

3.各種委員会報告 

・編集委員会 

 岩坪委員長欠席のため，著作権について，吉野事務

局長から金沢大学図書館からの照会で和文，欧文誌，

抄録集について，発表済みのものを公表したいが許可

を得たいとの連絡が説明され，審議された． 

 結論として，大会抄録の著作権を含めて，全体をも

う一度編集委員会で審議していただき，次回，その報

告をしてもらうことになった． 

今泉和文誌編集委員長から編集中の号に関する報告

があった．採択件数2件，修正採択2件，審査中が3

件ある．運営委員会からは小グループ研究会の終了分

について研究活動報告を掲載する． 

次の大会から，大会抄録用の要旨(250字)は集めな

いことになった． 

大津欧文誌編集委員長から資料６に基づき報告があ

った．査読が進んでいないが海外からも含めて投稿は

増えている．編集がやや遅れている．2006年分の論文

が一部残っている．編集委員会の手伝いを足立理事に

加えて植野理事にお願いする． 

・運営委員会 

 特に報告事項なし． 

・広報委員会 

 森委員長から会報の次号の記事募集中であること，

ウェブ関係の現状の報告があった．9月からアーカイブ

を会員のみに公開し，会員のみがアクセスできるパス

ワード等を会員に知らせる．それに対する事務的な準

備についての報告があった．次号の会報は9月の大会

の最中に発行される予定である旨の報告があった． 

・組織検討委員会 

 林文組織検討委員長から，シニア会員の制度につい

ては検討が進んでいないこと，事務局の体制のあり方

について事務局から検討の依頼があり，検討を始めた

こと，事務局に負担が多くなっている現状に鑑みて，

今後事務局長と検討を進める事が報告された． 

・学会史編纂委員会 

 柳井理事欠席のため，事務局が大会の時期までに印

刷物が用意される予定を代理報告した． 

・学会選考委員会・池田委員長からの報告 

 池田委員長の下で検討を行った結果が，吉野事務局

長から報告があった． 

 功績賞：鮫島史子氏(テネシー大学):行動計量学全体 

への貢献 

 優秀賞：倉元直樹氏(東北大学):教育調査への貢献 

 奨励賞：松田映二氏(朝日新聞社):世論調査への貢献 

張一平氏(東大教育情報):テスト理論に関する研究 

の成果 

に対して授賞したい旨の説明があった． 

 候補者の内，1名の会費滞納問題が検討され，選考委

員会へ，再度この点を含めて検討していただき，その

結果を理事会で審議することになった．他の候補者に

ついては承認された． 

・名誉会員選考委員会 

岩崎理事より名誉会員については今回なしとする報

告があった． 

・平成18年度会計監査について 

 吉野事務局長から，資料2-1に基づきH18年度の決

算報告があった． 

 監査については柳原監事から報告があった．証拠書

類とつきあわせて相違ないこと，特別会計についても

確認して正確に行われたことを確認した． 

 本年度の予算案(資料３)に基づいて，吉野事務局長

から説明があった．次の理事会で再確認を行う． 

・事務局 

 入退会の審議． 

 賛助会員の入社が1社，4名の退会があった． 

4.その他 

・社会調査士認定機構の法人化について 

 岡太担当理事より報告が，飽戸理事長から補足説明

があり，結論は9月くらいにもう少しはっきりするで

あろうとの見込みが述べられた． 

・統計関連学会連合について 

 馬場理事から報告があった．連合大会は9月8～13

日に慶應義塾大学(清水邦夫大会委員長)にて開催予定
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である．主催学会になるかどうかを検討しなければな

らない． 

・横幹連について 

 今泉担当委員から，11月に京都で大会がある予定と

の報告があった． 

5.その他 

 次回は，総会の前日9月3日の夜，開催される予定． 

 

 

2007年度 第3回理事会議事録 

日  時:2007年9月3日18:00～19:00 

会  場:同志社大学京田辺キャンパス夢告館MK401教室 

出  席:飽戸理事長,岩崎,繁桝,植野,足立,鈴木,千野,

朝野,丸山,林(文),山岡,前田,狩野,大津,菊地,馬場,

今泉,岡太,森,吉野の各理事,柳原監事,村上大会実行

委員長 

資  料:18年度事業報告案 

     19年度事業計画案 

    18年度会計報告案 

  19年度予算案 

1. 大会校の報告 

村上大会実行委員長からの報告があった． 

 チュートリアルの参加者は46名であった． 

2. 委員会報告 

以下，特に事業報告，事業案についての報告と審議を

行った． 

・編集委員会報告 

 今泉和文誌編集委員長より和文誌の編集に関する報

告があった． 

大会発表要旨については和文誌に掲載することは前

編集委員会からとりやめておりそれを踏襲する． 

J-Stageに公開するにあたり，著作者からの承諾を

取る手続きが必要である． 

大津欧文誌編集委員長から33巻，34巻の編集状況

に関する説明があった．事業報告に関する確認を行っ

た．7月号は10月頃に刊行予定である． 

・運営委員会報告 

 菊地委員会からH18年度事業報告，H19年度事業計画

に関する説明があった． 

・広報委員会報告 

 森委員長から説明があった．会報113～116号を発行

する． 

・他学会との連携について 

 横幹連(今泉理事)，統計関連学会連合(馬場理事・岡

太理事)，社会調査士認定機構(岡太理事)について，そ

れぞれ連携が進んでいるとの報告があった．特に統計

連については，来年度大会は「共催」と決まったこと

が報告された． 

 H19年度の事業計画について，事務局長から決算報告

案，予算案に関する説明があった． 

・事務局 

入会希望者3名(正会員3名)が承認され，退会希望者4

名(正会員4名)が報告された． 

事務局が大会に合わせて既に承認した分を含めて，承

認された． 

 資料2に基づき，総会次第について確認した． 

 議長は津村会員にお願いする． 

学会賞の授賞式の学会賞授与の手順について確認した． 

 岡太理事から，Psychometric Societyとの連携につ

いて，会員の相互乗り入れ等の検討を始めることが提

案され，岡太理事，狩野理事，吉野事務局長を含むワ

ーキング・グループを発足させることが承認された． 

 また，組織検討委員会に事務局を加えたワーキン

グ・グループで，学会のあり方等を大幅に見直しする

ことになった． 

 著作権に関する扱いについては岩坪，今泉，大津の

委員長が検討を進めて素案を作成する． 

 社会調査士資格認定機構の法人化に関する検討状況

の進捗について，岡太担当理事から報告があった．9

月28日の法人化検討委員会，10月8日の理事会で方向

性が決定される見込み．社会調査士のジャーナルが出

る予定(編集委員長今田高俊)であり，池田央会員が編

集委員となっている． 

 理事長から，学会35周年記念事業(催し)を何か行う

提案がなされた．記念シンポジウムを大会の時に行う

ことなど，菊地運営委員長が企画について検討をする．

大会委員長とも相談の上，原案を作成する計画中であ

る． 

3. その他 

 統計関連学会連合の次年度の大会参加については，

全学会が「共催」するというオプションが連合理事会

で承認されたことが報告された．これに伴い，企画委

員と事務局メンバーを出さねばならならず，岡太・馬

場理事に人選を一任することになった． 
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第35回総会議事録 

日  時:2007年9月4日(火)11:40～12:40 

会  場:同志社大学京田辺キャンパス夢告館MK102教室 

1. 開会の辞 

 吉野事務局長より開会が宣言された． 

2. 大会開催校代表挨拶 

 大会開催校の田端信廣副学長より挨拶があった． 

3. 学会挨拶 

 飽戸弘理事長より挨拶があり，2006年度中の会報発

行の遅れに関するお詫び，35周年記念事業に関する企

画立案状況，シニア会員制度の活用に関する依頼など

があった． 

4. 議長選出 

 津村宏臣会員が推薦され，拍手承認された． 

5. 報告及び議事 

 (1)平成18年度事業報告および決算報告 

 吉野事務局長より，平成18年度事業報告がまとめて

行われた．会員名簿の発行を行った点を補足された． 

吉野事務局長から平成18年度決算報告(案)が説明

された．引き続き柳原良造監事より案の通り間違いな

いこと，繰越金修正分の事情に関する報告があった．

質疑は特になく，事業計画および決算案は拍手承認さ

れた． 

 (2)平成19年度事業計画及び予算案 

 吉野事務局長から資料に基づき平成19年度の事業計

画(1.編集委員会, 2.組織検討委員会, 3.運営委員会, 4.

広報委員会, 5.大会の開催, 6.理事会の開催, 7.他学

会等への協力,協賛,共催, 8.その他)に関する説明があ

った．科研費補助金は本年度も採択・受領済みである

ことが付言された．質疑の後，拍手承認された． 

 なお，飽戸理事長より，今期(2006～08年度)各委員

長の紹介があった． 

6. 学会賞授与 

 池田央学会賞専攻委員会委員長から，受賞者の紹介

および授賞理由の説明があった． 

 功績賞(林知己夫賞) 鮫島史子会員(テネシー大学) 

 優秀賞(林知己夫賞) 倉元直樹会員(東北大学) 

 奨励賞(肥田野直・水野欽二賞) 松田映二会員(朝日

新聞社)，張一平会員(東京大学大学院) 

 続いて飽戸理事長より各受賞者へ賞状および副賞が

授与された．鮫島史子先生への授賞については岡太彬

訓会員が代理で受領した． 

 授賞者の挨拶があった（鮫島先生からのメッセージ

が紹介された）． 

7. 次期大会開催校(成蹊大学)代表挨拶 

 岩崎学次期第36回大会実行委員長から，2008年9

月2日～5日に開催予定であることが紹介された． 

8. 第35回大会実行委員会挨拶 

 村上征勝委員長(同志社大学)より参加者数の現状に

ついて報告と挨拶があった． 

9. 閉会の辞 

 吉野事務局長から閉会が宣言された． 

 

2007年度 第4回理事会議事録 

日  時:2007年12月3日(月)18:00～20:45 

場  所:統計数理研究所 特別会議室 

出席者: 飽戸理事長(議事進行), 菊地,岩崎,植野,繁

桝,森,前田,西川,馬場,今泉,山岡,林(文),千野,岡太,

丸山,柳原,柳井,鈴木,津村(35回大会開催実行委員長

代理) 

議題 

1. 前回理事会の議事録確認 

 第3回理事会議事録及び第35回総会議事録を確認し

た． 

2. 第35回大会について事後報告 

 大会実行委員会委員長代理津村副委員長より大会の

収支報告があった． 

3. 第36回大会について 

 岩崎委員長から9月2日(火)チュートリアル～5日

(金)の日程に再確認がされた．実行委員会を発足させ，

企画を検討中である．35周年を冠した企画を理事会で

考え，チュートリアルについては運営委員会に企画を

検討いただきたいとの依頼があった． 

4. 各委員会からの報告   

・編集委員会 

 和文誌編集委員会の今泉委員長から，第34巻2号に

原著論文が1編も掲載されなく，異例の編集となった

点についてお詫びがあった．次号の編集状況について

の説明があり，1月末くらいに入稿予定であると報告さ

れた． 

 欧文誌編集委員会の大津委員長から，編集状況に関

する報告があった．7月号発行の遅れと現在の論文投稿

状況，特集号(植野理事担当)についての報告があった． 

・運営委員会 

 菊地委員長から第89回行動計量シンポジウム(12月

1日開催)と第90回の予定(08年3月岡山地域部会)に

ついて紹介があった． 

小グループ研究会の募集を行う予定である． 

合宿セミナーについて3月24日～26日に多摩大学多

摩キャンパスにて開催予定である． 

次回大会チュートリアルセミナーは，何かソフトウェ

アを利用したものを企画中である． 

・広報委員会 

 森委員長よりインターネット関係，ウェブの更新，

会報第115号が12月1日付で発行・発送されたとの報

告があった． 

 入会案内の更新について資料に基づき提案があり，

使途や配付方法についての意見交換を行った．印刷配

布については，しばらく様子を見ることになった． 
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・組織検討委員会  

 林文委員長から，検討委員会を開催して次の事項を

検討した旨の報告があった． 

 学会賞選考委員会については，選考委員会の事務担

当理事新設についての提案，事務局のあり方について，

事務局担当理事の移行措置についての提案があった． 

 菊地理事が本日から事務局補佐担当理事となること

が承認された．来年以降の態勢については再度検討し

次回理事会で諮られることになった． 

 関連学会との協力関係について(Psychometric 

Societyとの協力関係の発展，横幹連参加継続の検討，

等)について整理することが必要と報告された．

Psychometric Societyとの協力関係について，岡太理

事から補足説明があり，連携を進める方法について今

後，先方学会と調整することが承認された． 

 横幹連への関与のあり方について，意見交換を行な

い，緩やかな関与を当面続けることになった． 

 その他，フェロー制度の検討が継続審議中である． 

・事務局 

 入会申請者(正会員3,準会員1,賛助会員2)が承認さ

れた．退会者についての報告があった． 

 長期滞納者の措置について意見交換を行ない，様々

な議論がなされた．組織検討委員会が滞納と退会につ

いてのルールの明確化を目指すことになった． 

・他学会等との共催･協賛等について 

 社会調査士資格認定機構からの要望およびそれへの

回答案について，資料に基づき吉野理事，岡太理事，

飽戸理事長から説明があった． 

 その他関連事項として，理事・委員長その他の役職

の交代について飽戸理事長から説明があった． 

 統研連について，馬場理事から活動報告があった．

2007年度大会について決算の仮報告があった．2008年

度連合大会についてWeb委員を生田目崇会員にお願い

した旨，事務局として森理事が既に活動を開始してい

る旨が報告された． 

4. その他 

 柳井理事から学会史編集委員会について活動報告が

あった．朝倉書店と折衝した結果，学会として行動計

量学「新シリーズ」の1巻としてとの提案を受けてい

る．編纂する委員会をどのように作るかについての意

見照会があり，シリーズの企画のスタートは承認され，

企画内容，編集委員の人選について柳井理事に一任さ

れた．次回に，朝倉書店とのその後の折衝の経過を報

告することになった． 

 林知己夫先生の資料についてデータベースが大隅理

事，JMRAのご尽力でまとまりつつあることについて，

学会からの広報の協力依頼があった． 

 

 

 

 

2008 年度統計関連学会連合大会のプログラム企

画について(第一報) 

連合大会プログラム委員会委員長 

 清水邦夫 (慶應義塾大学) 

2008年度統計関連学会連合大会開催に向けて，2007

年12月現在において着々と準備を進めているところで

す．2008年度連合大会は，応用統計学会，日本計算機

統計学会，日本計量生物学会，日本行動計量学会，日

本統計学会の計5学会の共催，日本分類学会の協賛に

より，2008年9月7日(日)から10日(水)まで慶應義塾

大学矢上キャンパスにおいて開催される予定です．大

会のソフトの部分を担うプログラム委員会では，市民

講演会，チュートリアルセッション，企画セッション，

コンペティションセッション等を組織しています．会

員の皆様でご意見やご提案をお持ちの方は是非お知ら

せください．なお，連合大会のWebページ

http://www.jfssa.jp/taikai/に関連情報が随時掲載

されます． 

「コンペティション講演」に関わる事項はつぎの通

りです．コンペティション講演は，研究内容とプレゼ

ンテーションの能力を競う企画で，今回で6回目を迎

えます．参加資格は2008年4月1日時点で満30歳未

満の若手研究者です．所属(大学院生，教員，社会人)

は問いません．連名講演の場合は，コンペティション

対象者は実際に口頭発表する方です．なお，研究報告

の申し込み時点で，コンペティション対象者は，共催5

学会のいずれかの会員でなければなりません(ただし，

申し込みと同時に入会手続きをする方も含みます)．前

回(神戸大会)と同様に事前審査は行わず，申し込んだ

有資格者全員がコンペティションに参加して頂けます．

審査方法は，前回はセッション参加者による一般審査

のみでしたが，今回は，当日の口頭発表に対しての数

名の審査員と参加者の一般審査との総合評価で行う予

定です． 

一般講演や参加の事前申込み，報告集原稿提出は基

本的にホームページ上で行うこととします．現在，委

託業者と詳細を詰めているところですが，それぞれの

締切りは，一般講演申込(５月下旬)，報告集原稿提出

(７月上旬），参加事前申込(８月中旬)と考えておりま

す．確定した期日は具体的な企画とともに2008年4月

ごろ第二報でお知らせいたします．  

 

 

会員の図書 
田栗正章，藤越康祝，柳井晴夫，C.R.ラオ著 

やさしい統計入門 視聴率調査から多変量解析まで． 

講談社ブルーバックス，2007 

丹後俊郎，横山徹爾，高橋邦彦著 

空間疫学への招待―疾病地図と疾病集積性を中心とし

て．朝倉書店，2007 
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関連学会等カレンダー 
＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

☆第45回数理社会学会大会 
会 期: 2008年3月16日(日)・17日(月) 

会 場: 成蹊大学 

照会先: 数理社会学会研究事務局 

〒301-8555 茨城県龍ヶ崎市平畑120 流通経済大学・社

会学部 感性情報学研究室山中敏正 

TEL: 0297-64-0001 FAX: 0297-64-0011 

E-mail: jams.research@gmail.com 

http://www.rku.ac.jp/~tsuzuki/jams.htm 

 

☆第19回発達心理学会大会 
会  期：2008年3月19日(水)～21日(金) 

会  場：大阪国際会議場 

照会先：発達心理学会第19回大会準備委員会事務局(追

手門学院大学心理学部心理学科内 〒567-8502 大阪

府茨木市西安威2-1-15) 

URL:http://db1.wdc-jp.com/jsdp/conf2008/ 

E-mail:jsdp-19@haruka.otemon.ac.jp 

TEL: 072-641-9619, FAX: 072-643-9432 

 

☆日本オペレーションズ・リサーチ学会2008年

春季研究発表会  
会 期：平成20年3月25日(火)・26日(水) 

会 場：京都コンピュータ学院京都駅前校(京都情報大

学院大学） 

特別テーマ:「研究開発のOR」 

照会先:本大会ウェブサイト

http://www.orsj.or.jp/nc2008s/ 

 
☆第78回日本衛生学会総会 

会 期：2008年3月28日(金)～31日(月) 

会 場：熊本市民会館 

照会先：大会事務局(熊本大学大学院医学薬学研究部環

境保健医学分野 〒860-8856熊本市本荘1-1-1) 

E-mail:eisei@dpemku.jp 

TEL: 096-373-5106 FAX: 096-373-5108 

 

☆第4回日米数理社会学合同会議 (ロサンゼルス

会議) 
会 期: 2008年5月29日(木)～6月1日(日) 

会 場: カリフォルニア州レドンド・ビーチ市・クラ

ウン・プラザ・ホテル 

照会先: 

E-mail:usjapan2008@mathematicalsociology.org 

http://usjapan2008.mathematicalsociology.org/ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams/ 

 

☆日本認知心理学会第6回大会 
会 期：2008年5月31日(土)・6月1日(日) 

会 場：千葉大学(西千葉キャンパス) 

照会先：日本認知心理学会第6回大会準備委員会 

E-mail: cogpsy2008@L.chiba-u.ac.jp 

http://www.psy.l.chiba-u.ac.jp/cogpsy2008/ 

 

☆日本計量生物学会2008年度年次大会 

会  期:2008年6月4日(水)～6日(金) 

6日はチュートリアルセミナー 

会  場:筑波大学大学会館(つくば市天王台1-1-1) 

 

☆応用統計学会2008年度年次大会 

会  期:2008年6月6日(金)・7日(土) 

 6日はチュートリアルセミナー 

会  場:筑波大学大学会館(つくば市天王台1-1-1) 

 

☆第81回日本産業衛生学会 

会  期:2008年6月24日(火)～27日(金) 

会  場:札幌コンベンションセンター 

照会先:事務局(北海道大学大学院医学研究科予防医学

教室公衆衛生学分野) 

TEL: 011-706-5068 FAX: 011-706-7805 

E-mail: sanei81@med.hokudai.ac.jp 

 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などを，できるだけ論文

として投稿してください．お待ちしております． 
和文誌「行動計量学」 

〒206-0022 東京都多摩市聖ヶ丘4-1-1 

多摩大学経営情報学部 今泉 忠 

E-mail: imaizumi@tama.ac.jp  

欧文誌:｢Behaviormetrika｣ 

〒153-8501 東京都目黒区駒場2-19-23 

独立行政法人大学入試センター研究開発部 大津 起夫 

E-mail: otsu@rd.dnc.ac.jp  

 

 

日本行動計量学会会員数 

                   (2008年2月1日現在) 

正会員          1,006名 

準会員                   97名 

名誉会員                  7名 

シニア会員                2名 

寄贈会員                 13名 

賛助会員                 23社 
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入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しくは，

下記までお問い合わせください． 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19 

(株)国際文献印刷社内 

日本行動計量学会係(担当：高田) 

bsj-post@bunken.co.jp 

TEL:03-5389-6209  FAX:03-3368-2822 

新しい入会案内と入会申込書ができました． 

ホームページの「入会」のページ 

  http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/invitation/  

から，入会案内リーフレットのPDFファイルと入会申

込書のPDFファイルまたはExcelファイルがダウンロ

ードできます．お近くの方にお配りいただき，どんど

ん本会への入会をお誘いください． 

 

日本行動計量学会Webページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html 

 

「会員向けメーリングリスト」への登録のお誘い  

会員向けメーリングリストへの登録をお願い申しあ

げます．ＭＬへの登録（削除も）はご自身で行ってい

ただきますが，簡単です．「会員向けメーリングリス

ト：登録・サービスの詳細」のページ 

  http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって行ってください．

なお，会員であることを確認するために会員番号が必

要ですので，学会からの送付物の宛名シールなどを用

意して，作業をしてください．以上，よろしくお願い

します． 

 

会員専用ページの開始 

 2007年9月10日(月) から，学会Webページの「会

員のみなさまへ」の会報，会員向けメーリングリスト

の2つのページが会員専用となっています．これらの

ページにアクセスする際には，以下のユーザー名とパ

スワードの入力が必要となります． 

 ユーザー名：bsj   パスワード：1973 

 

編集後記 

 今年度最後の会報を皆様のお手元にお届けします．

113号から 116号までの４号を無事にお届けできたこ
とをうれしく思っております． 
今号では実践女子大学の竹内先生に「日本の統計教

育の現状と期待」という題名で巻頭言を頂戴しました．

統計学は，中学・高校では巻頭言にある様に，履修さ

れることが少なく，大学においては理系の学部はとも

かく，文系の学部では応用数学の様にとらえられ，学

生に敬遠されがちな科目となりつつあります．統計学

の起源は太古に原始人が木につけた刻み目であり，記

録として残っているものは紀元前2000年頃，中国の殷
王朝の時代に行われた国勢調査であり，数学とは起源

を異にしているにもかかわらず，数学と同様に敬遠さ

れているのははなはだ残念であります．本学会として

も今後こうした問題にも取り組む必要があり，その点

でも有意義な巻頭言であったと思います 
年度末のあわただしい時期ではありますが，３月29
日～31日に東京の多摩大学で春の合宿セミナーが開催
されます．また前号にて簡単に紹介しましたが９月２

日～５日に岩崎実行委員長のもと東京の吉祥寺で学会

大会が行われます．会員の皆様の参加をお願いいたし

ます． 
Web上では，会報のバックナンバーをはじめ過去の大

会プログラムやシンポジウムのテーマがすべて公開さ

れていますので，ご利用・ご活用ください． 

 広報委員会では会員の皆様から原稿を頂戴しており

ます．特に会員の方が出版された本や，会員に関係が

あると思われる，シンポジウム，セミナーなどに関す

るものをお待ちしております．なお，編集の都合上，

発行月(3,6,9,12)の前々月の末日まで(次号117号の場

合には4月末日)にお寄せいただければ，直近号に掲載

することが可能です．それ以降に届いたものにつきま

しては，次号に回させていただきますのでよろしくお

願い申しあげます． 

 

会報原稿送付先 

〒470-8565 愛知県豊田市白山町七曲12-33 

日本赤十字豊田看護大学 

西川浩昭 nishikawa@rctoyota.ac.jp 

TEL: 0565-36-5111  FAX: 0565-37-8558 

題字：林知己夫 
広報委員長：森裕一 
会報作成担当：西川浩昭・菅野剛・田中ゆかり・生田

目崇・西山悦子・広田すみれ・行廣隆次・前田忠彦 
 
 

 


